
様式第一 

 

「マルチステークホルダー方針」 

 

当社は、企業経営において、従業員、取引先、製品をご愛用頂くお客様、債権者、地域社

会をはじめとする多様なステークホルダーとの価値協創が重要となっている事を踏まえ、変

化の時代においても、創業以来変わらぬ経営理念「創造・奉仕・協力」を礎として、

Lifting Equipmentの事業領域において、タダノグループ一丸となって最高の製品、サービ

スの提供を通じて、マルチステークホルダーとの適切な協働に取り組んでまいります。その

上で、価値協創や生産性向上によって生み出された収益、・成果について、マルチステーク

ホルダーへの適切な分配を行う事が、経済と企業の持続的成長につながるという観点から、

従業員への還元、取引先への配慮が重要である事を踏まえ、以下の取組を進めてまいりま

す。 

記 

 

１．従業員への還元 

当社は、「創造・奉仕・協力」の経営理念を事業目的として、世界規模で製品を愛用くだ

さるお客様お一人おひとりに感動して頂ける品質、サービスの提供と、世の中のお役に立

つものづくりを通じて、従業員一人ひとりが誇りを持ちながら働くことで、持続的な成長

を実現する企業を目指します。 

そのためには、「学習し成長し続ける組織文化の構築」を通じて、一人ひとりが持つ個性

や能力を発揮できる環境の構築に取り組むこと、多様な価値観を持つ人財を採用すること

で、更なる生産性向上につなげ、より良い製品、サービスの提供を行う事で、付加価値の

最大化を実現して行きます。 

グループシナジーの発揮により生み出す収益や成果は、グローバルな視点で自社の置か

れる状況や、社会情勢も踏まえた上での適切な方法と時期に賃金の引上げを行うとともに

従業員エンゲージメントの向上や更なる生産性向上に資するよう、教育訓練等を中心に積

極的に取り組むことを通じて従業員への持続的な還元を目指します。 

（個別項目） 

具体的には、賃金の引上げについては、今後労使間協議を拡充して賃金改善（定期昇給/

ベア/賃金制度改定）に取り組むとともに、人材投資については、多様な人財に選ばれる採

用活動、従業員一人ひとりの自律したキャリア形成、従業員エンゲージメント向上に資す

る施策に取り組んでまいります。そのために、教育訓練等について、DE＆Iを推進する為

のアンコンシャスバイアスとハラスメント研修開催、自己啓発の為のオンライン公開講座

を導入しています。 

 

２．取引先への配慮 

当社はパートナーシップ構築宣言の内容遵守に、引き続き、取り組んでまいります。 

なお、パートナーシップ構築宣言のポータルサイトへの掲載が取りやめとなった場合、

マルチステークホルダー方針の公表を自主的に取り下げます。パートナーシップ構築宣言

のＵＲＬ 

【https://www.biz-partnership.jp/declaration/116716-05-19-kagawa.pdf】 

  また、消費税の免税事業者との取引関係についても、政府が公表する免税事業者及びそ 

 の取引先のインボイス制度への対応に関する考え方等を参照し、適切な関係の構築に取り 



 組んでまいります。 

 

３．その他のステークホルダーに関する取組 

  当社では、｢Reaching new heights ～新たなステージへ～｣をスローガンに、業界のリー 

 ディングカンパニーとして、お客さまの安全と地球環境に配慮した新たな価値を提供する 

ために４つの戦略を推進します。➀脱炭素化を加速（建設現場の環境対応をリード）➁新 

たな領域への挑戦（既存の「当たり前」を変える新たな事業展開）➂強みを活かしたもの 

づくり改革(日・独・米(開発・生産拠点)それぞれの強みを活かした最適なものづくりへ) 

➃変革を支える足場固め(各戦略を強く推し進めるための足場固め)に具体的に取り組んで 

まいります。 

 

これらの項目について、取組状況の確認を行いつつ、着実な取組を進めてまいります。 

 

以上 
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